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を受ける中で、地元の富山でもジャパ
ンビジュアルサポート様や堀江商会様
など、CIMに関わる仲間が増えてきま
した。東京でのCIM解決研究会の勉
強会では、地方出張講座の機運が高
まってきたところでした。東京のCIM
解決研究会の事務局と富山のCIMに
関わる仲間と一緒に企画を立ち上げた
のが、「CIM解決研究会in富山講座」
です。企画の意図は、東京に比べて、
CIMへの関心が薄い富山へ、東京の
CIMの最新動向を届けることです。

CIM解決研究会in富山講座
を開催した結果

2018年6月13日、富山市の富山県
民会館を会場として、CIM解決研究
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CIM解決研究会に
入会した動機

当社（寺島コンサルタント）は、今後
の3次元計測への取り組みの一環とし
て、2016年にMMS（モービルマッピ
ングシステム）を導入しました。MMS
の活用の幅を広げるために、毎回の
MMS研究会に参加していたところ、
CIM解決研究会の会員である福士幹
雄氏が講師として講演されて、CIM
解決研究会の存在を知りました。当社
が取り組んでいる3次元計測は、CIM
の一部であることを知り、より大きな
取り組みとして2017年3月にCIM解
決研究会に法人会員として入会しまし
た。2017年4月以降は、毎月東京で
開催されるCIM解決研究会の勉強会
に富山から参加して、CIMに関わる各
方面の最新動向に触れて、大きな刺激
を受けています。

CIM解決研究会in富山講座
を開催するに至った経緯

東京で毎月CIMに関する大きな刺激

たが、ノウハウが蓄積され、土量管理
が定期的にできるようになり、また外
注費を削減することができた。
計画・設計段階から3次元化するこ

とにより可視化することができ、2次
元図面で伝わりにくかった内容を視覚
的に分かりやすく表現することができ
た。3Dだと施工における事前のシミュ
レーションもでき、複雑な構造物のイ
メージも現場関係者間に説明もしやす
く、共通の認識を持つことができた。

河道整正ICT活用効果

①所要日数は気象条件が悪天候（雪）で
もICT施工は可能であるため大幅に
短縮となる。従来の丁張り施工だと
積雪により施工範囲が分からない。

②施工延長560mにおいても起工測量
は1日で可能であるが、データ処理・
設計は範囲が広いため時間を要す
る。従来の河川内測量だと安全性に
欠けるとともに労力は多大となる。

③一番のメリットは施工延長560mの
丁張り不要である。除雪による丁張
り復旧作業を考慮すると、現場員の
業務内容が大幅に軽減する。

④施工においては全体イメージを把握
　できるため、工事車両走行路等の

ドローンの利活用を支援

ドローンの利活用において、より現
場のニーズに合った講習内容を構築し
ていく中でi-Constructionを知るこ
ととなる。地元富山にていち早く3次
元計測に取り組まれていた寺島コンサ
ルタント様のご紹介により、ジャパン
ビジュアルサポートがCIM解決研究
会に入会。
地元建設業者へのドローン活用の提

案、講習カリキュラムを開発して、ド
ローンの普及に努めている。より具体
的で分かりやすいUAV測量を普及さ
せることを目的としている。
寺島コンサルタント様、堀江商会
様、と協力して、建設業全体における
i-Constructionのサポートをしてい
きたいと考える。今後は、より精度の
高い技術を必要とするドローンの活用
を提案、支援していきたい。

（株）ジャパンビジュアルサポート　宮崎 一郎

CIM解決研究会に参加して富山県でのCIM化が促進
−「CIM解決研究会in富山講座」を機にさらに加速−

CIM富山 3社の相関図

会in富山講座が開催されました。講師
として、一般財団法人先端建設技術セ
ンターの緒方正剛氏、ユタカ工業株式
会社ICT推進事業部の福士幹雄氏をお
招きしました。地元富山のCIMの動向
として、当社ICT対策室の西藤博之が
講演しました。
この講座は、産官学から93名の参
加者を得て、CIMに関心の薄い富山で
も、徐々に関心が高まりつつあること
を実感しました。特に建設現場では、
今困っていること、今までできなかっ
たこと、今から取り組むCIMについて
等々、いろいろ相談できる窓口を求め
ています。
CIM解決研究会が、発足以来それ

らの相談窓口の役割の一端を担ってき
た知識と経験を提供するためにも、地
方出張講座の開催意義は大いにあった
と思います。

（株）寺島コンサルタント　西藤 博之

CIM解決研究会in富山講座
に参加してからの地元建設
業者が変化

国土交通省の「ICTの全面的な活用」
等の施策を導入し、生産性向上を図り、
魅力ある建設現場を目指そうと3D
レーザースキャナーやドローンでの3
次元測量や図面の3次元化、ICT建機
の活用など、ICT活用工事に取り組ま
れる施工会社が増えてきた。ドローン
での3次元測量は失敗することもあっ

　仮設計画が立てやすい。積雪時でも
　現在地・施工範囲がモニターで確認
　できるため、除雪しながらの施工は
　可能となる。
ICTを活用することで、生産性の向
上は図れると思うが、機械の間違いに
気付く、土質を判断する等、人にしか
できない部分の技術向上は不可欠だと
感じた。
2019年度は本格的にICT土工対

象工事が発注されると考えられる。
2018年に比べ、ICTに対する意識も
発注者側・受注者側とも変化しており、
2019年もCIM解決研究会in富山を開
催する予定だ。
3社は、建設業全体における業
務効率化・品質向上を図るため、
i-Constructionをサポートしている。
今後はCIMとIOTと連携させることに
より、新たな価値を生み出す情報イン
フラであるIOTプラットホームを構築
していきたい。

（株）堀江商会　細川 幸寛


